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経済対策の契約到達状況

○経済対策（平成28年度第２次補正予算）の公共事業の契約は順調に進んでいる。

第２次補正予算 第１回調査 第２回調査 第３回調査

日付 H28.10月11日成立
H29.1月末時点

（予算成立３ヶ月後）

H29.3月末時点
（予算成立５ヶ月後）

H29.6月末時点
（予算成立８ヶ月後）

公共事業
予算額 ２．２兆円

（事業数 ２１０件）
５１．０％

（事業数１０７件）
８６．７％

（事業数１８２件）
９１．９％

（事業数１９３件）

全事業
（簡素な給付金を除く）

予算額 ３．８兆円
（事業数 ５３０件）

５５．５％
（事業数２９４件）

８４．９％
（事業数４５０件）

９１．９％
（事業数４８７件）

経済対策における公共事業の契約到達状況（件数ベース）
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平成28年
10－12月 １－３月 ４－６月

名目ＧＤＰ成長率 0.5 ▲ 0.1 0.7
実質ＧＤＰ成長率 0.4 0.3 0.6
（年率） 1.6 1.2 2.5

民間最終消費支出 0.1 0.4 0.8
民間住宅 0.2 1.0 1.3
民間企業設備 2.0 0.5 0.5
民間在庫変動 (▲ 0.2) (▲ 0.1) (▲ 0.0)
政府最終消費支出 0.0 ▲ 0.1 0.4
公的固定資本形成 ▲ 2.4 0.4 6.0
純輸出 (0.3) (0.1) (▲ 0.3)

輸出 3.1 1.9 ▲ 0.5
輸入 1.4 1.3 1.4

ＧＤＰデフレーター
（前年同期比） ▲ 0.1 ▲ 0.8 ▲ 0.4
()内は実質ＧＤＰ成長率に対する寄与度

平成29年

平成29年４-６月期２次ＱＥの結果

○平成29年４-６月期（２次ＱＥ）の公的固定資本形成（実質前期比）は、経済対策の効果もあってプラ
スとなっている。

平成29年４-６月期２次ＱＥの結果

２



３

出来高で見た建設工事の現状

○公共工事の出来高（工事の進捗）で見ると、対前年同月比は、平成28年度のうちはマイナスに寄与し
ていたが、直近４ヶ月間はプラスの寄与となっており、経済対策の効果があらわれている（国交省「建設
総合統計」による）。

注１：国交省「建設総合統計」により作成。月次、原数値、対前年同月比。
注２：出来高は、今月にどの程度工事が行われたかを推計したもの。

具体的には、各工事の受注額（サンプル調査等から入手）と、過去の実際の工事を調査することで得られた工事種類・工期別の実行率を用い算出。各工
事の実際の実行状況を示したものではない。
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